ホワイトヘッドの命題論と多元的宇宙―「一」にして「多」なる世界の現実態と可能性― by 村田 康常



































































































































様に真である。(It is as true to say that God is one and the World many, as that the World is 
one and God many.)(PR.348) 
 






























































































の直中で、ざわめく世界(a buzzing world)のうちに自らを見出す。」(PR 50)この世界は、自然であ
っても社会であっても、直接経験の原初相においては雑然としたものとして経験される。「社会的な





















































































































































































































































































































































































indetermination respecting ‘the actual world’)」(PR. 284)を示しているとするのがホワイトヘッド
の命題論の趣旨だったといえる15)。早い話が、ホワイトヘッドの命題論は、分析哲学と一見同じよ
















































































































































































































































                                                   
注 
1) 本稿は、平成 27年 6月に立正大学で開催されたアメリカ哲学フォーラム第 2回大会の開催校特別企画パネ
ル「ホワイトヘッド哲学の現在―多元的世界と生成／創造の哲学」での提題を加筆修正したものである。 
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blooming, buzzing confusion” という表現で、『心理学原理』に見られる。William James, The Principles of 
Psychology, I, 1890, The Works of William James, ed.by Frederick Burkhardt, Harvard University Press, 



























                                                                                                                                                     
12) ジョルジュ・アガンベン『バートルビー―偶然性について』高桑和巳訳、月曜社、2005年、58ページ。
この図式は、ライプニッツ『自然法の諸要素』の六次まで現存する草稿のうちの第五・第六草稿に由来するも
のと思われる。『ライプニッツ著作集 第 II期 神学・法学・歴史学―共通善を求めて』（酒井潔、佐々木
能章監修、工作舎、2016年、51-86ページ）所収の「自然法の諸要素」（川添美央子訳）、特に訳者解説の 86
ページを参照。 




















る、教化的なもの」最終節：SV. 3, p.324 
18) パスカル『パンセ』B.194, L.427 
19) パスカル『パンセ』B.205, L.68 
20) ライプニッツ『理性に基づく自然と恩寵の原理』7 
21) ライプニッツ『モナドロジー』32 






Whitehead’s Proposition Theory and Pluralistic Cosmology: 
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